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軽井沢を知ったのは真冬の探鳥会に参加し

た時であったし、その後の訪間もほとんど寒

い時期ばかりだったせいか、避暑地としての

イメージは少しも湧いてこない。何事も経験

とばかり、今年はじめて夏の軽井沢を訪れて

みたが、その賑わいぶりを横目に見ながら軽

井沢のよさはやはり静かな冬にあると再確認

した。溢れるほどの自然は芽ぶきの春も紅葉

の秋もきっと素晴らしいとは思うが、何より

も浅間山の姿が際立って美しく見える冬こそ

ベストシーズンだと思う。 

数多くの文人達に愛された軽井沢はさすが

に自然環境に優れており、探鳥会もこれまで

何度となく行われてきたから、リーダーやベ

テランの方達の綿密な記録もあることだろう。 

今更私などの案内では何とも心もとないが、 

とりあえず山歩きの積りで出発してみよう。 

スタートは小瀬温泉 
まず、基点を小瀬温泉にすれば終着点の塩

壷温泉にかけてやや下りなので探鳥には楽で

ある。三年前、横川から鼻曲山に登って軽井

沢方面へと下ったが、長日向のバス停をいつ

の間にか通過してしまったおかげで見出した

のがこの小さな温泉地であった。近くに「白

糸の滝」や「竜返しの滝」がありひなびた雰

囲気が気に入ってその後二度も泊りに来てい

る。 そのパークホテル前の信濃路自然歩道か  

ら小瀬林道に飛び出すとあとは野鳥の森まで

林道歩きである。しかしこれが結構楽しい。 

夏は木々の緑が深々と重なり合い、鳥の姿に

は恵まれなくとも十二分に目を心を和らげて

くれるだろう。冬はノスリとの遭遇を信じて

根気よく稜線を見つめていれIよ まあ大てい

は期待を裏切らないという話だがノスリと約

束したわけではないからそれも運次第だ。傍

らの清流は湯川。深く切れ落ちているところ

にカワガラスが来ないかと目を凝らす。石の

間からひょっこりお出ましという幸運に出会

うことを期待して見逃さないようにしよう。 

アカゲラ、アカハラ、アカショウビン、別に

アカにこだわるわけではないが、こんな名の

鳥達も探してみたい。アカショウビソといえ

ば春の探鳥会で出現して、皆の注目とため息

を集めたというから、一度は春から初夏にか

けても新緑ウオッチングを兼ねて来た方がよ

いと思うし、さらにカラマツの黄葉を思い浮

かべるとやはり一年中おすすめということに

なってしまう。 

I島a 条を歩く 
野鳥の森入口で林道に別れを告げ左折、こ

こからは急坂もあるので凍てつく季節には注

意して歩こう。野鳥観察舎のあるところまで

緩やかに登ってその小屋にもぐりこみ、しば

らく静かにしていればやがて鳥達がやってく

る。ここでイカルを飽きるほど見たのも、ア

カゲラとアオゲラが仲良く明り取りの窓を彩

ったのも冬、十二月だった。或る日の探鳥会

ではこの少し先でオオマシコを発見し、スワ

っとばかりプロミナーの放列が敷かれた。こ

の辺りから急坂を一気に登ると、あずまやに突

き当る。坂道をあがって来たばかりなので一

服するのに丁度よい。あとは道なりに少し下

り気味に歩くと右手にもうひとつの観察舎が

あるが、これはパスして左折、だんだんか細く

なっていく道をどんどん下って小広い場所に 

2 



瀬林道 

マ 
、ー‘一’、，あずま屋

鳥の森】 
一 星野温泉 

茅 

出る。ここは正月に訪れた時、静かに降り積

む雪が夢のような世界を作り上げ、あまりの

美しさにぼう然と立らつくしてしまった場所

である。野鳥の森入口（出口？）まではもう

近いがこの途中でベニマシコやフクロウに出

会ったのもやはり正月だった。何やら重そう

な鳥がバタバタと飛んで来て数メートル奥の

木に止まったと思ったらこれがフクロウで、 

ズシンとした存在感とユーモラスな表情に親

しみを感じた。元の林道に出たところが逆コ 

ースの場合の野鳥の森入口である0 中西悟堂

さんの銅像を左に見て右折、星野温泉に向け

橋を渡る。 セキレイ、 ミソサザィ、カワガラ

スなどを探したいところ。星野温泉前から塩

壷温泉への裏道は清らかな小川に沿っており

今日のハイライ トと言えようか。 

いよいよフイナーレ 
この道をハイライトと思う理由は一度夜明

け頃に歩いて、あまりにも沢山の鳥達に「お

早う」 と声をかけられ？たから。アトリ、イ

カル、 ミソサザイ、ハギマシコ、コガラなど

など、種類も多かったが群れもすごかった。 

今日は小瀬林道から来たのでそんなことを期

待するのは無理な話だが、その代り塩壷温泉

での素晴らしいフィナーレが待っている。コ 

ーヒーを飲みながらホテルの窓越しに餌台の  

鳥達を見るのもなかなか乙なものだ。居なが

らにしてカワセミのダイビングを眺め、次の

シーンでは餌台に集まるシジュウカラやコガ

ラ達が楽しいハーモニーを聞かせてくれる。 

加えてリスまでがチョロチョロと現われて、 

エンディングを更に盛り上げてくれるかもし

れないから、ゆつくりと余韻を味わってほしい。 

I 」“小線と卓軽パスで 
交通機関はもう言うまでもないが上野駅、 

大宮駅などから信越本線を利用する。上野か

ら特急でわずか 2 時間、軽井沢からは草軽バ

スで長日向まで20分、バス停から小瀬温泉ま

では歩いて20分くらいだ。このあとのコース

タイムは流動的で、人により鳥の出方によっ

て違うので 2 時間～ 3 時間としておこう。 

（松井昭子） 

w/ 
，一一もぐん 	 ／vー～ー。 
如一 vIへ 一，, ノ／ I 

（押川歳子） 

ウイ、ソ 
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事業 
（このぺ ージの値段はすべて消費税込みです） 

麟響鷲緬密選欝灘欝難難議麟麟響麟 
細密画の歴史は古く、おもにョーロッパに

おいて博物学の図譜として発達しました。そ

の描写法は、あくまでも写実的で、自然の美

をそのままに描くものです。 

支部会員・鷹尾正済氏の描いたノゴマ・キ

ビタキ・オオルリ・カワセミ・メジロが高級

マットとアルミ額に納められました。 

定 価 2, 000 円 

会員価格 1, 900円 

おもに三室の定例探鳥会で販売します。ぜ

ひ一度実物をご覧ください。 

Th Wild麟 ird 瀦譲麟麟麟鱗鱗 
写真の素晴らしさで毎年評判のカレンダー、 

1990年版は、メジロ・ライチョウ・ベニマ

シコなど13種が息づいています。 

毎月変わるお部屋のインテリア。贈り物に

も最適です。 

定 	価 1, 100円 

会員価格 990 円 

11月上旬ごろまでに発売予定 

長らくお待たせしました。10月なかばに発

売される運びとなりました。 

日本で記録のある 525種の野鳥を紹介した 

「フィールドガイド日本の野鳥」 は、出版さ

れてから 6年たちました。その間に新たに記

録された31種の野鳥について追加掲載したの

がこの増補版です。名実ともに野鳥図鑑の決

定版といえます。 

追加イラストは、 「山野の鳥」 「水辺の鳥」 

でお馴染みの谷口高司さん。 

現在まで日本で記録された野鳥については、 

この一冊ですべて身元が判明するという中身

の濃さに加え、 『ゴビズキンカモメの識別ポ

イント』 や、 『コウライアイサの飛翻図』等

を、世界ではじめて正確に図説しました。 

大きさの違うハードカノ可ー（週刊誌大）と

ソフトカバー（従来と同サイズ）の 2種類と

なり、用途にあわせてお選びいただけます。 

ハードカノぐ一 定価 4, 800 円 

B5変形サイズ（週刊誌大） 

見やすく美しい大きな図版の卓上版サ

イズ。 羽毛のディテールまで再現。イン

ドアバードウオッチングを楽しむ贈り物

としても喜ばれます。書斎の図鑑として、 

また、大きな図版を利用して、探鳥会の

鳥合せをするリーダーにもおすすめでき

ます。 

ソフトカバー 定価 3. 300 円 

B6変形サイズ（従来版と同サイズ） 

ペーパーバック装丁のソフトカバーは、 

価格とサイズもおさえて、フィールドガ

イドとしての機動性を高めました。ウェ

ストポーチからさっと取り出して、片手

でパラパラとページをめくる。フィール

ドでの心強い相棒です。 

耀週

本部のバードショップ（東京都渋谷区渋谷 

1 - 11 4青山フラワービル 5階 肌 03 

14 06-746 0）は、日曜日も営業する

ようになりました。ただし、第 1日曜日のみ

です。土曜日は従来どおり毎週営業していま

す。 

営業時間 （土曜日・第1日曜日とも） 

午前11時30分～午後 6時30分 

麟機「馨畿驚麟麟難響議難麟翼響麟 
本部のバードショップで売っているものは、 

すべて支部でも取り扱っています。もちろん

本部と同じ値段です。支部を通じてご購入い

ただければ、その分支部財政がうるおいます。 

本部のバードショップで見てきて、支部事

業部にご注文いただくというのは、無理でし

ょうかね。 
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棚皿I川川I棚冊‘タ涼み探鳥 w ith 花火I棚棚脚棚棚~ 

北川慎ー（本庄市） 

8月はバードウオッチングにあまりむかな

い時期ですが、それなりに楽しみ方もありま

す。照りつける日差しを避けて、タ方フィー 

ルドである利根川河原に出てみると、川面を

渡る風は涼しいものです。 

先日も、いつものようにタ暮れ時、河原に

行ってみると、鳥友のMさんも、いつものよ

うにやってきました。 2人で折りたたみのイ

スに腰かけながら、とりとめもない話をして

いると、、キョンキョン‘ とアオアシシギの声

が風に乗って聞こえてきます。何とも切ない

ようなその声に秋を感じます。南に帰る前の

ツバメは何百と河原に集まり、軽やかに空中

を舞い、サッと川面に体をつけー瞬の水浴び

をしていきます。 

西の空が茜色に染まるころ、 2千を超える

ムクドリが群れをつくり、ねぐら’入りをし

ます。その雄大さには思わず見とれてしまい

ます。 

陽が落ち、星がまたたきはじめると、虫た

ちの合唱がはじまります。 2人でビールと枝

豆をとり出して、ささやかな宴を開きます。 

すると、対岸で打ち上げ花火がはじまりまし

た。少し離れているため、人も少なく、のん

びりゆく夏の余韻に浸ることができました。 

なんとなく風情のある探鳥でした。 

ウキュウアサギマダラ（登坂久雄） 

某重大会議 

~川棚棚棚棚棚棚~タンチョウの異変相皿皿冊川川棚川町廿 

小荷田行男（浦和市） 

1989年 5月 7日、北海道東部、風蓮湖の 

ほぼ一周のコースでタンチョウの営巣状況を

調査し、同年 7月30日、同じコースでふたた

び調査を実施した。 5月は16羽の成鳥と6ケ

所の巣を、 7月末は19羽の成鳥と2羽の幼鳥

を確認した。 

タンチョウは普通’1年に一番いで2羽のヒ 

ナを生み 1羽が冬をむかえる。私の観察より

繁殖失敗の番いも含め、少なくとも冬のはじ

めに33形の生存率はあると思われる。 6ケ所

の巣であるから12羽のヒナが生まれ、夏をむ

かえたのはたった 2羽、17％の生存率である。 

もちろん見落しもあるだろうカえ まだ夏の時

点でのヒナの生存率17％は異常に低い。 

根釧原野の湿原や湖沼を歩き始めて20年に

なる。昔、タンチョウの営巣地はメ里や道路

から遠く離れた湿原の中にあった。しかし、 

ここ 5、 6年、特に国道のような主要道路か

ら100 mも離れていないところに営巣してい

るのをよく見かけるようになった。 

営巣地が人里や道路から離れていない所で

も見られるようになったのは、湿原があいつ 

いで埋めたてられ牧草地となったからである。 

また、ミンク、キタキツネなどの幼鳥の天敵

が増えている事も確かである。本年 6月の低

温のためもある。 しかし、生後 3ケ月での生

存率17％とは根釧原野のタンチョウの個体群

になんらかの異常が起こりつつある前兆かも

しれない。 
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ゴイサギ ◇8月29日、羽生市のムジナモ保

護区でタ暮れ時に多数が乱舞する（見坊素

子）。 

アマサギ ◇ 8月29日、羽生市のさいたま水

族館付近で50羽以上。白くなりかけや白い

のもいました（見坊素子）。 

オナガガモ ◇8 月 7 日、戸田市道満でェク

リプス羽の古 I羽（海老原美夫）。 

シマアジ ◇8 月20日、戸田市道満で1羽 

（駒崎政雄）。 

ミサゴ ◇ 8月17日、本庄市の阪東大橋下流

の人江の上空で1羽。初めは、スマートな

のでカモメ類と見まちがいそうだったが、 

白い下面に黒の過眼線がはっきり確認でき

た（町田好一郎）。 

オオタ力 ◇ 7 月15日、長瀞町の宝登山の枯

木に 1羽（山口輝雄）。 08月31日、大利

根町間口で幼鳥 1羽（坪井 徹）。 

サシバ ◇8月23日、戸田市道満で幼鳥1羽 

（高橋達也）。 

トビ ◇ 8 月20日、戸田市の戸田橋付近の荒

川河川敷上空で1羽（高橋達也）。 

チョウゲンボウ ◇ 7月26日、熊谷市で幼鳥 

2羽巣立つ（山口輝雄）。 08月 7 日、浦

和市田島の荒川河川敷で91羽幼鳥 2 羽。 

少しはなれた所に合 1羽（海老原美夫）。 

◇ 8月29日、羽生市のさいたま水族館付近

で1羽。突然現われて急降下。あっという

間に飛び去る（見坊素子）。 

ヒクイナ ◇ 8月 9 日、戸田市道満で 2羽 

（高橋達也）。 

タマシギ ◇ 8 月29日、羽生市の埼玉水族館

付近の釣堀そばの休耕田で61羽ひな1羽。 

肩の白線が鮮かだった。ひなは縞模様（見

坊素子）。 

イカルチドリ ◇ 8 月17日、戸田市道満で 5 

羽（駒崎政雄）。 

ムナグ口 ◇ 8月 8 日、本庄市の阪東大橋下

流で夏羽1羽、中間羽 2 羽（町田好ー浪β）。 

08月14日、戸田市道満で85羽。8 月20日、 

同所で154羽（駒崎政雄）。 08月15日、 

鴻巣市の荒川御成橋下の水田で13羽（中島

康夫、郁夫）。 08月29日、羽生市のさい

たま水族館付近で冬羽3 羽（見坊素子）。 

トウネン ◇ 8 月 2 日午後 4時30分、本庄市

の阪東大橋下流の干潟で1羽。完全な夏羽。 

お見事ガ（町田好ー郎） 

ヒバリシギ ◇ 8月20日、戸田市道満で 3羽。 

8 月28日、同所で1羽（駒崎政雄）。 

オジロトウネン ◇ 8 月28日、戸田市道満で

冬羽1羽（駒崎政雄）。 

コアオアシシギ ◇ 8月17日、戸田市道満で 

2 羽（駒崎政雄）。 

アオアシシギ ◇ 8 月15日、鴻巣市の荒川、 

御成橋下の水田で 3羽（中島康夫、郁夫）。 

08月23日、戸田市道満の貯水池工事の干

潟で7羽（高橋達也）。 

クサシギ ◇ 8月 7日、戸田市道満の荒川河

川敷で 4羽（海老原美夫）。 08月23日、 

戸田市道満の貯水池工事の干潟で1羽（高

橋達也）。 

タ力ブシギ ◇ 8月 4 日午後 5時、本庄市の

阪東大橋下流で 5羽。スーッと舞い降りて

すぐそろって飛び去る（町田好一郎）。 

08月 7日、戸田市道満で1羽（海老原美

夫）。 8 月23日、同所でI羽（高橋達也）。 

キアシシギ ◇ 8 月13E1午前 9時30分、狭山

市の入間川、広瀬橋上流で 2羽（三田長久）。 

ソリハシシギ ◇ 8月10日午後6時30分、本

庄市の阪東大橋下流で1羽。おしりをふり

ふり何やらついばんでいた。上に曲ったく

ちばしが良く確認できた（町田好一郎）。 

アカエリヒレアシシギ ◇ 8月20日、戸田市

道満で冬羽 1羽（駒崎政雄）。 

セイタカシギ ◇ 8月20日、戸田市道満で若

鳥1羽（駒崎政雄及び見坊素子）。 8 月23 

日、同所で同じく 1羽（高橋達也）。 

シラコバト ◇ 8月10日午後12時30分、志木

市柏町 6丁目の民家の屋根で枝をくわえて

飛びまわる。営巣の可能性があると思われ

る（田中富男）。 

アオバト ◇ 7 月10日、大滝村三峰神社で 8 

羽（山口輝雄、博）。 

アオバズク ◇ 8月 1日、長瀞町の長瀞神社

の森で親鳥 2羽、幼鳥 3羽（山口輝雄、博）。 
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08月31日午後 6 時40分～ 7時30分、大宮

市三橋 2 丁目で幼鳥と思われる個体 2羽が

街路灯に集まる昆虫を捕食する。腹部の鹿

子模様及び風切羽の一部に羽毛が残ってい

ることより幼鳥と思われる（金井祐二、中

尾房子）。 

カワセミ ◇8月13日午後1時、坂戸市の高

麗川、城山橋付近で幼鳥1羽。お気に入り

の枝らしく、こちらの存在を気にもとめず

にあくび？しながら羽づくろいしたり、上

方をキョロキョロしていた。ペリットを1 

回はく。向こうは木蔭で涼しいのだろうが

日照りで暑苦しい。こちらは、飛び立つま

で50分間がまんくらべなり（岩崎雄二）。 

ショウドウツバメ ◇8 月28日、戸田市道満

で2 羽（駒崎政雄）。 

【脇臓加，撫こる】 
街角に秋風の立つ頃、そろそろ冬鳥が渡っ

てきます。カモ類の他にジョウビタキ、力シ

ラダ力、シメなどの小鳥たち。多くの小鳥は

外敵の少い夜に渡ってきますので、ある朝、 

目覚めたら来ていたということになります。 

さて、今年の初認日はいつもの年と比べて

どうでしょうか。また北の国からやってくる

鳥たちとともに山の方で繁殖した小鳥も平地

におりてきます。いわゆる漂鳥です。アオジ

やアカハラ、キクイタダキなども身近で見ら

れるようになります。これからの季節は樹々

は葉を落して見通しが良くなりますので、動

きの早い小鳥たちを観察するのには最適とな

ります。夏鳥は声はすれども姿は見えずで、 

少々欲求不満気味になりますが、これからは、 

大丈夫です。 

ーーー表紙の写真 

力ルガモ （ 
天気の良い秋の一日、近所の水辺にカメラ

を据えてすわりこんだ。お弁当持って、飲み

物持って。 

前にカルガモの羽ばたきシーンを写したと

きは、ピントがィマイチだった。今度は水滴 

モズ ◇ 7月27日、熊谷市大麻生河原で高鳴

き（諏訪隆久）。 

キビタキ ◇ 7 月10日、大滝村三峰神社で1 

羽（山口輝雄、博）。 

センダイムシクイ ◇ 8 月23日、戸田市の戸

田公園で1羽（高橋達也）。 

ムクドリ ◇ 8月17日、本庄市の阪東大橋下

流の鉄塔近辺で約 2チ羽。二つのグルーフ。 

(1500羽と 500 羽）がクロスしたり、離れ

たりしながら、最後は落ちるように 「ねぐ

ら」の林に消える（林 滋、町田好一郎）。 

卜 

さて、秋の渡りといえば、やはりサシバで

しょうか。県内でも、寄居町の鐘撞堂山、飯 

能市の天覧山、狭山丘陵西部の六道山公園展

望塔、日高町の高指無線山などで観察できま

す。澄みきった青空の中、サシバの群れが旋

回しながら高度をとり南へ渡って行く様は、 

ノぐードウオッチャーならずとも胸の高鳴りを

おぼえることと思います。サシバとともに渡 

って行く他のタカ…ハチクマ、オオタ力、ハ

イタ力などを探すのも楽しみなものです。タ

カの渡りを見る際は双眼鏡は必需品です。肉

眼では見えなくても双眼鏡の視野には数多く

のタカが写っていることがよくあります。余

裕のある方は伊良湖岬に行ってみるのもいい

かと思います。ずっとスケールの大きい渡り

に出会えます。タカ以外のヒョドリなどの小

鳥たちの渡りもけなげで感動ものです。但し

天候に左右されますので御注意を。 

（藤原寛治） 

	 バードフォトコンテスト入選作ーー’ 

ガンカモ科） 
までも鮮明に写したいものだと、パチリ、パ

チリ。 

今日もさんざんフィルムを無駄にして、う

うん、こんなもんかなあ。 

（写真と文・海老原美夫＝浦和市） 
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f二ごニでーー中IiI 49 自A、1 
難倉烹こ大麻生定例探鳥会』 

期日：10月 8日（日） 

集合：午前 9時20分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:00発→大麻生 9:10 

着／ 秩父鉄道寄居8:52発→大麻生 

9:10着 

解散：午後 1時ごろ 

担当：諏訪隆久、林滋、岡安征也、町田好一

郎、小測健二 

見どころ：秋をつれてノビタキの群。もうす

っかり冬羽に変わったノビタキが、色

づき始めた川原に見え隠れ。 
	 ''”司 

北川辺町・渡良瀬遊水池探鳥会 
ー”“”一一ーーー“」ーー・．”．」ーーー耳・”ー・・”ー・・”ー阜”“’ー一ー 

期日：10月10日（火・祝） 

集合：午前 9時10分 東武日光線柳生駅前

交通：東北本線大宮8:12発→栗橋 8:41着、 

東武日光線乗り換え 8 : 55発→柳生 9 

:04着 

解散：午後 1時ごろ 

担当：中島康夫、石川敏男 

見どころ：広大な芦原に息づく野鳥の姿。旅

の途中の小鳥や、天翻けるアマツバメ。 

遊水池にはカモの姿も見られます。 

和市・三室地区定例探鳥会l 
…了 

期日：10月15日（日） 

集合：午前 8時15分 北浦和駅東口 または

午前 9時 浦和市立郷土博物館前 

（北浦和駅の場合、その後バス利用） 

野鳥や自然の好きな方、どなたでも歓迎。 

探鳥会に参加される場合、持ち物は、筆記

用具、雨具、昼食、ゴミ袋、もしあれば双眼

鏡など。参加費は、一般= 100 円、会員及び

中学生以下＝=50円。受付は探鳥会当日です。 

特別な場合を除いて予約申込みの必要はあり

ません。小雨決行です。 

夢中になりすぎて、鳥を驚かしたり、植物

を荒らしたりしないように。タバコの吸い殻

やゴミを散らかすなんて事はもってのほか。 

いつもフィールドマナ をお忘れなく。 

身支度ができたら、さあ出発！ 

解散：午後 1時ごろ 

後援：浦和市立郷土博物館 

担当：楠見邦博、福井恒人、渡辺周司、乗田

実、手塚正義 

見どころ；モズの声に、身近な秋を実感。ま

だ冷たい朝の空気を切り裂いて、鋭い

モズの声が響き渡ります。 

落IIt：省曹三籍舞落1 
期日：10月22日（日） 

集合：午前10時 秩父鉄道武州日野駅前 

交通：秩父鉄道熊谷8:25発（入線 8 :11) → 

武州日野 9 : 46着／ 所沢 8 :19発快

速急行（秩父鉄道直通）→西武秩父9 

: 38→武州日野 9 : 54着 

解散：午後 2時ごろ 

担当：林滋、海老原美夫、福井恒人 

見どころ：渓谷美の中に鳥影を求めて。落葉

の降り敷く小径をたどって、山里の秋

を満喫。 

蕩深買T員百晃蘇麟 
L171と念ごニーご二とJJとど変」三ーI 

期日：10月24日（火） 

集合：午前 6時50分 大宮駅東武線改札口前

または、午前 7時35分 春日部駅日光

方面行きホーム最前部 

交通：東武鉄道快速（浅草 7 : 10発→春日部 

7 : 42→東武日光 9 :13着）、 および

東武バ久利用。切符は「日光フリーノぐ

ス」がお得です。 

帰路：東武鉄道春日部19 : 20着利用予定 
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担当：中島康夫 

見どころ：静かに、高層湿原の秋。観光シー 

ズンたけなわの奥日光。休日の雑踏は

避けて、平日にそっと訪ねてみてはど

うでしょう。 

注意：防寒具もお忘れなく。 

〔蔦罵熊I蒸聾薫熱 
とき：10月28日（土） 午後1時～ 3 時ごろ 

会場：支部事務局（浦和駅西口を出て左側、 

三菱信託銀行と日建ハウスの間を入っ

て進み、信号ひとつ渡ってY字路の右、 

茶色 5階建マンションの1階一徒歩約 

5分一住所は12ページ下欄のとおり） 

案内：今あなたが読んでいる『しらこばと』 

は、ボランティアの手により封入され、 

発送されたものです。今月はあなたも

袋づめの会に参加してみませんか。 

窪蕪茸貧ラ弓ラ蒼荷答1 
とき：10月28日（土） 午後 3時ごろ～ 5時

会場：『しらこばと」袋づめの会と同じ 

案内：支部会員なら誰でもクラブのメンバー 

です。スライドを見たり見せたり、参 

考になることも多いですよ。 

蕪I蕪襲夏蕪員襲熱 
期日：10月29日（日） 

集合：午前 9 時 JR品川駅港南口 

（その後現地までバス、 160 円） 

解散：午後1時ごろ 入園料：200 円 

担当：横山みどり、草間和子、諏訪隆久 

見どころ：生まれ変わった大井野鳥公園。ぐ

っと広く美しくなって、つい先日オー 

プン。園内の池では、カモやカモメな

ど、北の国からの御客様をはじめ、さ

まざまな水鳥が見られます。新公園ウ

オッチングも楽しみですね。 

「茎薪”；貰磁浦蕪器
11 ，ー一ーー～ーーーーーー”ーーーーー」 

期日：11月 3 日（金・祝） 

集合：午前 7時20分 丸山公園北口駐車場

交通：高崎線上尾駅西口1番バス乗り場から

上尾車庫行き 7: 03発→終点下車 

解散：午前 9時ごろ 

担当：乗田実、赤瀬征雄 

見どころ：ニ度目の早朝探鳥会。冬の始まり

キャッチしに、少し早起きしませんか。 

獲苦簸蕪璽蕪熱 
期日：11月 3日（金・祝） 

集合：午前 9時 東武東上線柳瀬川駅前 

交通：武蔵野線南越谷8:15発→南浦和 8: 

26→北朝霞 8 : 36着、東武東上線乗り

換え、朝霞台 8:49発→柳瀬川8:54 

着／ 東武東上線東松山 8:17発→川

越 8:43→柳瀬川 8:57着 

解散：午後1時ごろ 

担当：藤原寛治、黒田佳子 

見どころ：刈田に遊ぶタゲリの群。黒と白の

翼にミューミューという声。特徴ある

彼らが今年もやって来ました。 

11月 5日（日） 	蓮田市・黒浜沼探鳥会 

同 日 吉見町・吉見百穴探鳥会 

11月12日（日） 熊谷市・大麻生探鳥会 

11月19日（日） 浦和市・三室地区探鳥会 

n月23日（木・祝）桶川市・川田谷探鳥会 

n月25日（土） 栃木県・奥日光探鳥会 

11月26日（日） 本庄市・阪東大橋探鳥会

同 日 坂戸市・高麗川探鳥会 

獲襲蕪蒸藍憂燕襲 
期日：11月10日（金）夜行～12日（日）夜

集合：10日午後11時 大宮駅東口 

費用：24,000円ぐらいの予定（バス代、宿

泊費、昼食代、保険料など）。 

定員：20名程度（先着順、支部会員優先） 

最少催行人員：15名（人数が15名に満たない

場合は中止となります） 

申込み：往復葉書に住所、氏名、電話番号、 

年齢、性別を書いて北川慎一（〒367 

本庄市銀座 	）まで。 

担当：北川慎ー、草間和子、榎本秀和、中島

康夫 

見どころ：ときめきのバスツアー第 2弾。マ

ガンの越冬地として有名な伊豆沼へ、 

バスを借り切っての探鳥旅行。 
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7月 2 日（日） 三芳町 多福寺 

囚 35人「 	曇 園 カルガモ コジュ 

ケイ キジノ可ト カッコウ コゲラ ヒバリ 

ツノぐメ イワツノぐメ ハクセキレイ ヒョド

リ エナガ シジュウカラ メジロ ホオジ

ロ カワラヒワ スズメ オナガ ハシブト

ガラス（18種）昨年まで営巣していた雑木林

が伐採され、残念ながら、またーつサンコウ

チョウの生息地が失われた。追われたサンコ

ウチョウは行方不明。どこか近くで営巣場所

を見つけてくれていればいいのだが。 

7月29日（土） 『しらこばと』袋づめの会

がんばってくれた人  岩波勇一、海老原教子、 

海老原美夫、小測健二、角田真喜子、河辺達

郎、神場真文、草間和子、楠見文子、下川礼

子、鈴木秀男、鈴木美恵子、田口浩司、中村

治、藤野富代、宮坂亨、村上由香、渡辺喜八

郎、渡辺孝章（19人） 

7月29日（土） 写真クラブ定例会 

23人 作品発表した人 7人 

力ワセミ（海老原美夫・浦和市） 

8月13日（日） 熊谷市 大麻生 

囚 47人 国 晴 園 ダイサギ カルガ

モ トビ ハイタカ コジュケイ イソシギ 

キジバト ヒバリ ツバメ ハクセキレイ

セグロセキレイ ヒョドリ モズ オオョシ

キリ セッカ ホオジロ カワラヒワ スズ

メ コムクドリ ムクドリ オナガ ハシボ

ソガラス ハシブトガラス（23種）真夏の太

陽をバックにハイタカ。入道雲を上って行く

ように滑空するトビ。 （鳥合わせ後で残念だ

が）河原の上でホノぐリングするチョウゲンボ

ウ。今年の夏のトレンドは猛禽となり、参加

者は大麻生を再認識した。 3 週間ぶりの探鳥

会で、鳥は少ないと分かっていても沢山の人

が集まってくれた。ごほうびにコムクドリを

確認できた。この日、熊谷は34度。しかし、 

いくら暑くても季節は変わり始めている。 

8月19--2O日（土、日）大滝村 親子キャ

ンプ教室 囚 46人 「コ  少し雨に降ら

れたカ、 大体晴 

私たち親子 3人で参加しました。 

19日正午、秩父鉄道三峰口集合。SLに乗

ってきた人もいました。車で大滝村槌打キャ

ソプ場まで移動して、にぎやかにイベントが

始まり、巣箱作りなどの楽しい午後でした。 

お待ちかねのタ御飯。今井さんご自慢のカ

レーライスでおなか一杯。夜はスライドによ

る鳥当てクイズや花火大会。 

バンガローでのー夜が明けると、早朝探鳥

会。アォゲラ、コゲラや、 リスの姿も。超ベ

テランの先生による植物観察など、中身の濃

いイベントでした。 

講談社の人が、取材のために、親子で参加。 

10月の週刊現代に特集されるそうです。 

秩父愛鳥会の皆様、お世話になりました。 

林滋・秋絵・千春（美里町） 

8月20日（日） 浦和市 三室地区 

囚 46人 医飼 晴 回 カィッブリ コサ 

がんばってくれた人 

集まった人 
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ギ カルガモ コジュケイ バン イソシギ

シラニ1ノ可ト キジノぐト コゲラ ヒノぐリ ツ

バメ イワツバメ ハクセキレイ セグロセ

キレイ ヒョドリ モズ セッカ シジュウ

カラ ホオジロ カワラヒワ スズメ コム

クドリ ムクドリ オナガ ハシボソガラス

ハシブトガラス（26種）芝川が増水していた

のでシギ類はちょっぴりだったが、学校橋付

近ではバンが川を往復し、上新宿橋ではバン

の巣と番が見られて歓声が上がった。鳥以外

にも、花や虫などいろいろ楽しんだ。 

8月27日（日）千葉県習志野市 谷津干潟

台風17号の接近で風雨が強い中、埼玉県か

らは 4 人、全部で17人位が集まったけれども、 

残念ながら探鳥会は中止。 

傘をさしながら各支部の近況について立ち

話をしたあと、名物アサリ汁用に用意したア

サリを分けあって解散。持ち帰ったアサリは

大変おいしかったです。千葉県支部の皆さん． 

いつもお世話になっております。 

翌日は、台風一過でスカーッと青空。 クヤ

シィーナァー。 

IIIIIIIlIIIlbIIIII 〔個人的きまま野鳥記 6〕 	ア 力 

電車とバスを乗り継いで 2時間半、渓谷ぞ

いの湿った緑の積み重なりのなかにアカショ

ウビンがいた。 

巣穴のなかからはひなの声が聞こえる。少

なくとも3羽以上いるようだ。親は交代で餌

はこびにいそがしい。 

間近で見るアカショウビンは、思いがけず

きびしい目つきをしている。 

それはそうだな、ただバードウオッチャー 

のあこがれというだけではなく、彼らも当然

必死の生活者なのだから。 

遠くからあこがれていた佳人の、思いがけ

なく普通の人間としてのー面を見たようで、 

だからよけいにほれてしまった。 

アカショウビンの色は、決して単純な赤で

はない。上面はかなり紫色に近いし、腹のほ

うは黄褐色からから白い部分も。 

それが緑を背景にたたずむとき、そしてほ

のおとなって飛期するとき、その対比の鮮や  

8月27日（日） 嵐山町 菅谷館跡

雨天のため中止。 

8月26日（土） 『しらこばと』袋づめの会

がんばってくれた人 伊藤芳晴、岩波勇ー、 

海老原教子、海老原美夫、神場真文、北川慎

一、楠見邦博、楠見文子、鈴木秀男、登坂久

雄、中村治、野中康治、林滋、藤野富代、吉

田二三子、渡辺敦、渡辺孝章（17人） 

8月26日（土） 写真クラブ定例会 

集まった人 18人 作品発表した人 6人 

   

スジグ口カバマダラ（登坂久雄・八王子市） 

ン 	ョ 
	
ウ 	ビン lllIIIIIIIlIIIIIIIlIIIIIIIIIIIIiIIIIIIIIIIIIIIlIIIIIIIIIlIlIIIIIIIIIlIIIIIIIIIIIiIIIII 

かさには思わず息をのまずにはいられない。 

木陰の光量不足を承知のうえでおどかさな

いようにストロボも使わず、レンズを巣穴に

も向けず、ひとやすみする彼らにそっとシャ

ッターを切った。 

数日後、そのひなたちが無事に巣立った。 

夏休みに入って子供たちの歓声が響きはじめ

た渓谷が、逆に急に静かになったようだ。 

（五条壇武男） 

がんばってくれた人 
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10月 7 日（土） 

10月14日（土） 

10月21日（土） 

10月28日（土） 

11月 4 日（土） 

岡安征也、町田好一郎

諏訪隆久、山部直喜

黒田佳子、福井恒人

袋づめの会（1時から） 

草間和子、楠見文子 

しらこばと 昭和63年8月 2 日第 S 種郵便物認可 平成元年10月 1日発行 

10月の土曜当番（午後 2 時～ 6時）一 

ミ員制度のこ案熱I 

正 会 員 本部の『野鳥』誌と支部報『し

らこばと』の両方が毎月届きます。 

入会金 500円 年会費 6,000 円

普通会員 『しらこばと』だけが届きます。 

入会金 500円 年会費 2,500 円

支部賛助会員 正会員と同じですカえ 特に支

部を援助していただきます。本部の登録で

は正会員としての扱いになります。 

入会金 500円 年会費14,000円

家族会員 『野鳥』や『しらこばと』 は正会

員などに届くものをごらんください。 

入会金なし 年会費 500円

ジュニァ会員 支部独自の、中学生以下だけ

が人れる特典的制度です。 『しらこばと』 

だけが届きます。本部会員としては登録さ

れません。 入会金なし 年会費 1,000 円 

『野鳥』誌も読みたい人や本部会員とし

て登録したい人は、正会員または普通会員

として入会してください。また、高校生以

上になったときは、あらためて正会員また

は普通会員として（入会金も払って）入会

手続をしてください。 

くわしくは支部事務局にお問い合わせくだ

さい。パンフレットをお送りします。 

会費の自動引落し制度、複数支部入会など

については、本部の入会係冒03 (406) 7289 

へお問い合わせください。 

正会員・普通会員・家族会員の入会手続送

金先＝＝東京 4 - 98389 (財）日本野鳥の会。 

ジュニァ会員一東京 9 121130 日本野鳥の

会埼玉県支部。 

瓢 
9月20日現在 1, 119 人です。 

場所は、行事あんないページ「袋づめの会」 

の会場説明のとおりです。ちょいと遊びにお

よりください。 

G 動報句  
8 月20日 普及部会議、編集部会議、事業部

会議。 

8月20日 役員会議（司会：町田好一郎、前

回役員会報告の確認、各部の報告、10- 11 

月の探鳥会予定、関東ブロック協議会につ

いて、10月の土曜当番、その他）。 

8 月21日 『しらこばと』 9月号校正（大武

昭雄、西城戸司）。 

8 月25日 野鳥とふれあう学校連絡会議へ出

席（海老原）。 

8月25日 秩父愛鳥会の宮崎章次会長が事務

局へ来訪。 

9月 2日 リーダー研修会資料準備。 

r て1 

多無勿湯易勿鱗競彦 
1988年夏と同じく1989年夏も台風が発

生する熱帯収束帯が緯度で 5度北上し、わが

フィールドである北海道の根釧原野では去年

の冷夏、今年の猛暑と 2年連続の狂った夏と

なった0 花の開花、鳥の繁殖など大きく変調

をきたしている。 

気侯が移り変わる時、花や鳥を注意深く観

察し、われわれ自身の暮しを変えて行かなけ

ればならない。 
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